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連合農学研究科における課程修了による博士の学位の審査等について、鳥取大学大学院連

合農学研究科学位論文に関する細則（平成元年連合農学研究科規則第２号。以下「細則」と

いう。）第２条に定める「学位論文の基礎となる学会誌等に発表した学術論文」は、細則第

４条第４項により「公表したもの又は公表予定のものをいう」としているが、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響を鑑み、次のとおり取扱うものとする。 

 

１．「学位論文の基礎となる学会誌等に発表した学術論文」について、次項に定める申請に

は、公表したもの又は公表予定のもの以外に、当該申請時に既に投稿しているものを含め

ることができる。 

２．この取扱いの対象となる申請は、令和４年９月又は令和５年３月に学位の授与を受けよ

うとする者による申請とする。ただし、令和２年３月３１日以前に退学した者による申請

を除く。 

３．学位論文提出時に提出した「学位論文の基礎となる学会誌等に発表した学術論文」が、

公表したもの又は公表予定のもの以外の場合は、学位論文提出時に当該論文の投稿証明書

（投稿証明書がメール、ウェブページ等である場合は、当該メール、ウェブページ等の写

しでよいものとする。）を細則第４条に定める書類とともに連合農学研究科長に提出しな

ければならない。 

４．前項に定める場合で、学位論文が受理されたときは、公開審査会開催日２日前（鳥取大

学職員の勤務時間及び休暇等に関する規程（平成１６年鳥取大学規則第４５号）第７条に

規定する休日を除く。）の１７時までに「学位論文の基礎となる学会誌等に発表した学術

論文」が公表された又は公表予定となったことが分かる書類を連合農学研究科長に提出し

なければならない。 

５．前項に定める書類が期限までに提出されなかった場合は、当該学位申請は、受理されな

かったものとし、学位の授与を受けようとする者は、改めて学位を申請するものとする。 

 

附 則 

この申合せは、令和３年６月７日から施行する。 

附 則（令和４年４月８日第 411 回鳥取大学大学院連合農学研究科代議委員会承認） 

この申合せは、令和４年４月８日から施行する。 


